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緒 言

　1988年8月にメキシコ，グァテマラ国を訪ねてこれら

の国の衣服文化を調査した．1度の訪問では調査研究を

取りまとめる迄には至らないが，それぞれの専門の学問

的立場から研究するという目的で，4名がプロジェクト

チームを組んだまた旅行の傍ら，この国々の民族衣裳

の一部を収集し，本学の生活資料館に納めた．筆者（ト

部）は両国の衣服を染めている染料を研究することが目

的であったので本報告はグァテマラ国の状況について記

述する．なお，染料部属判定は文献1〕によって行ったが

（松山分担）文献Dは現在染料部属判定法として刊行さ

れている文献JIS－L－1065－’83を始め，8種の冊子中に

記載されている方法すべてを実験し，その是非を検討し

取りまとめたものである．

　以下報告の内容は，1．グァテマラで入手した現在の衣

服の織糸の解析（色相，染色されている染料部属の判定，

染色堅ろう度），2．古くグァテマラ国の衣裳の染色に使

用されていた天然染料（文献2）－5｝により調査）について

しらべた結果である．

実験・調査方法

1．現在使用されている衣服の織糸の試験

　ソロラの金曜市（バザール）で求めた織糸25種にっい

て調べた．

　1一ユ　試料

　太さ，42×2tex，31×2texのアクリル糸，48×2tex

の綿糸．　（色は赤，黄，榿，青，紫などの原色系）

　糸の染色色相は，表1に三刺激値（X・Y・Z），色座

服飾美術学科

標（x，y），マンセル記号（H．V／C）を示し，図1～3は

試料糸の分光反射率曲線である．　（1987年8月グァテマ

ラ国ソロラのバザールで購入，写真1，2）

　ユー2　試薬

　ジメチルホルムァミド，タンニン酸，ぎ酸，氷酢酸，

水酸化ナトリウム，エチルエーテル，塩化メチレン，ピ

リジン，アンモニア，ハイドロサルファイトナトリウム．

　1－3　試験方法

　1－3－1　試料（染め糸）の染料部属判定

判定の手順は次のように進めた．

　（1｝太糸（42x2tex表1太糸Na　1～10），細糸（31×

2tex表1細糸Na　1～10）の場合

　1）素材繊維の判定…燃やすと黒煙をあげて燃え，石

鹸を焼くようなにおいで灰は黒い塊になる．さらにジメ

チルホルムアミドを加えて50℃に加温すると溶解した結

果からアクリルと判定．

　2）繊維がアクリルであると染色に使用した染料はカ

チオン染料，分散染料，酸性染料の何れかに限定される．

メーカーの染色試料色見本帳と，鑑別試料の色相を照合

すると色相の特徴からカチオン染料と推定．

　3）カチオン染料の確認試験…下記のように行った．

試料1．試験片0．2gを85％ぎ酸2m尼で2分間煮沸→

2倍に水で希釈→その1／2量にアクリル白布の小片を入れ

煮沸→同色に染色→残りのi／2量にタンニン酸を加えよく

振り静置→沈殿を生じた．

試験2．試験片0．29を氷酢酸0．2S　meで煮沸→水3　m2

を加え煮沸→更に10％水酸化ナトリウム溶液5m尼，エチ

ルエーテル3　meを加え振とう，2層に分離→エーテル層

（上層）を取り10％酢酸溶液5滴加え振とう→染料がエ

ーテル層を離れ酢酸層中に移り氷酢酸抽出液と同色になった．
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写真1　ソロラ，バザールの織糸販売風景

写真2　ソロラ．バザールの織糸（縞糸）販売風景
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　試ge　1．　2．の結果からカチオン染料と判定．

　②　黒と有彩色の縞の糸の場合

　表1のA～Eまでの縞糸で，染色を安定にするために，

鑑別に先立ち5g／eの石鹸液でソーピングを行い，次の順

序で判定を進めた．

　1）素材繊維の判定…燃焼試験→紙を燃やすにおい，

よく燃えて灰になった．顕微鏡観察で横断面は綿独得の

中空が観察できた．以上から綿と判定．

　2）表1の試料A：ショッキングピンク，C：紫，　E：

青部分の判定…下記のように行った．

試験3．試験片0．2g→次の試薬（2　m2）で抽出しない

…塩化メヂレン，40％ピリジン室温（30℃），2％水酸化

ナトリウム，ジメチルホルムアミド，2％アンモニァ煮沸

　上記試験3の結果から反応染料と判定．

　3）表1の試料B：赤部分の判定…下記のように行っ

た．

試験4．試験片0．2g→次の試薬（2mので抽出…塩化

メチレン，40％ピリジン室温（30℃），ジメチルホルムァ

ミド煮沸

次の試薬で（2mの抽出しない…2％水酸化ナトリウム，

2％アンモニァ煮沸

　上記試験4．の結果からナフトール染料と判定．

　4）表1の試料D：黄緑部分の判定…下記のように行

った．

試験5．試験片O．　2g→次の試薬（2mので抽出…40％

ピリジン室温（30℃），ジメチルホルムァミド煮沸

次の試薬（2mので抽出しない…塩化メチレン室温（30

℃），2％水酸化ナトリウム，2％アンモニア煮沸

試験6，試験片0．29→2％水酸化ナトリウム煮沸→ハイ

ドロサルファイトナトリウムを少量つつ加え煮沸→黄緑

の糸は青色に変色→空気酸化により元の色に復色

　上記試験45．の結果からバット染料と判定．

　5）表1試料A～Eの黒色部分の判定…下記のように

行った．

試験7．試験片0．2g→次の試薬（2mので抽出…40％

ピリジン室温（30％），2％水酸化ナトリウム煮沸

次の試薬（2mので抽出しない…塩化メチレン室温（30

℃）

試験8．試験片0．2g→2％水酸化ナトリウム煮沸→ハ

イドロサルファイトナトリウムを少量つつ加え煮沸→変

化なし

試験9．試験片0．2g→2％アンモニァ煮沸→塩化ナト

リウムと綿と毛の白布の小片を入れ煮沸→濃い灰色に染

色された

　上記試験7．8．9．の結果から直接染料と判定．

　1－3－2　染色堅ろう度試験

　各試料糸を，JIS－L－0843－’71カーボンアーク灯光に

対する染色堅ろう度試験方法（第二露光法），JIS－L－

0844－’73洗たくに対する染色堅ろう度試験方法（B－1

号），JIS－L－0848－’78汗に対する染色堅ろう度試験方

法（A法）を規定に従って行った．

2．使用されていた天然染料

　文Wt　Z｝によると，古代マヤ人は四方位に神々が存在し

て，それを東→赤，西→黒，南→黄，北→白の各色で象

徴していた．織物に使われた色にも，宗教的な深い意味

があって，総べて多彩な天然料を使用したようである．

詳しい文献も，また研究もないが利用されていた植物染

料はログウッド，ブラジルウッド，ゲレップ，紅の木，

榛の木，デーゴの木，犬の血の木，マングn一ブ，木イ

チゴの実，アーモンドの木，アボガドの種ウコン，桑

の木，藍などで動物染料はフーテ貝の汁（貝紫），コチニ

ールで，このうち最も重要なものは貝紫，コチニール，

藍であった．

　2－1　貝紫

　2－1－1　貝紫の歴史と現状2｝

　グァテマラの貝紫の使用は，今から50～60年前まで続

いていた．またこの色素は，紀元前16世紀地中海のフェ

ニキァで発見され，その使用が始まってギリシャ，ペル

シャ帝国，ローマ帝国，東ローマ帝国に及んでいった．

現在ではペルー，中米（メキシコ，グァテマラなど）日

本でも貝紫染めの事実があることが判っている31古くか

らその色素の採集は，危険を伴う困難である場合が多い

上に，採取量は僅少であるため，帝王紫といわれて高貴

な身分の人々の着衣に用いられ，グァテマラでの価格は

木綿糸の8～10倍で，輸入品の絹よりも高価であった．

グァテマラ本国ではこの染色ができないので，（この貝

は荒海の岩場に生息するもので，グァテマラは太平洋岸

に岩場がなかった）この貴重な糸を専らエルサルバドル，

ニカラグア，コスタリカなどから行商人によって輸入し

ていた．中でもコスタリカは，古くから中米での染め場

として有名である．

　世界中で貝紫で衣服を染め実際に使用している処はす

でに消えているが，メキシコのオアバカ州のドン・ルイ
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ス村では，現在でも少数の染め人が存在し，その染色糸

は女性達の着衣の材料になっていて，男性が染色を行っ

ている．

　2－1－2　貝紫の種類，色素本体，染色方法

　1）種類：アクキ貝科のツロツブリ，シリヤツブリ

（地中海），ヒメサラレイン（メキシコ），アワビモドキ

（ペルー），イボニシ，クリフレイシ，アカニシ（日本）．

　2）色素本体：6．6’ジープロムインディゴ（C，，　H』

Br2　N202）上記の貝類のパープル線内に，乳白色液状

態で還元貯蔵されている．この液が布に着くと，紫外線

をうけて紫色に発色する．堅ろう度は非常に優秀で，布

がボロボロになっても色はあせない．

　3）染色方法：この染色物は高貴な者のみが用いたの

で，その染色方法も神秘的で文献も少なく，記述があっ

ても曖昧である．古い尿（炭酸アンモニウム）と蜂蜜な

ども助剤として使うという記録もある．地中海（浸染，

貝を割る），ペルー（塗り染，貝は割らない），メキシコ，

コスタリカ（滴下染め，殺さない），日本（塗り染，貝を

割る）などさまざまである．

　2－2　コチニール2｝3｝5｝

　2－2－1　コチニールの歴史

　メキシコ原産でビノバルというサボテンにつくえんじ

虫の類で，雌虫を産卵前に採取，乾燥して染料とする．

記録2｝では1587年にメキシコからスペインに輸出さ

れ，高額に取引された特産品であったが，1790年頃にメ

キシコではこの産業は消滅した．グァテマラでは1812年

頃に，この虫の飼育が始まり，1825年には輸出品のトッ

プを占め，1870年頃までは，国の経済はコチニールで成

り立っていた．主産地はアマティトラン，アンティグア

などのグァテマラ市近郊であったが，1890年代にヨーロ

ッパでの化学染料の発展に伴い消滅した．

　2－2－2　色素成分，染色方法

　色素成分はカルミン酸（Cl7　H18010）で，雌の乾燥虫

体（卵中）に約10～20％含む．アルカリ金属やアルカリ

土金属と化合して，結晶性のカルミン酸塩を生ずる．例

えば錫→緋色，アルミニウム→紅赤色鉄→灰色のレー

キとなる．染色はこの反応を利用して行う．毛は一浴染

法で，例えば明ばん（又は塩化第一錫），蔭酸，コチニー

ル虫（粉末）を染浴に加えて布を入れ，徐々に昇温し1

時間煮沸する．ヨーロッパでは専ら半毛染料として紅緋

染に用いた．これから製造するコチニールカーミン，コ

チニールレーキなどといわれる紅色の絵具顔料は，色調

は鮮美，高雅で珍重された．コチニールは日光，環境の

影響に対して堅ろうで，耐久性，保存性に富み，これを

表2　ソロラ，カクチケル族の衣裳織糸の染色堅ろう度試験結果
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ト部　澄子・松山しのぶ

使った赤色インキは退色しない良品である．グァテマラ

地方で民族衣裳に鮮麗な赤色を使っているが，これは恐

らく，昔コチニールで染めた色調を，合成のカチオン染

料で表現しているものであろうと思った．

　2－3　藍

　グァテマラの藍は生産量が多く，品質が良好であった

ため，中米の生産品としてスペイン本国，パナマ，ペル

ーへ送られた．輸出された藍は三段水槽による沈殿藍で，

産地は現在のグァテマラ東部からエルサルバドルー帯で，

植物はティンテ，またはサカティンタ，ヒキリーテとよ

ばれていた．これは今日でも青味付けとして利用してい

る．過日当地を訪ねた折に藍染と見られるスカート（腰

布）などを多く見かけた．現在は恐らく合成藍か，合成

藍と併用する染色を行っているものと見うけられたが，

染色の現場を見学することは出来なかった．

実験・調査結果と考察

1．染料部属判定結果

　グァテマラで購入した織物原料糸の試験で，染料部属

判定結果を取りまとめると次のようである．

試料Na　縞糸，　A～E　　太糸・細糸，1～10

繊　　維　　　　　綿

染料部属　直接：A～Eの黒糸

　　　　　反応：A，C，　E

　　　　　ナフトール：B

　　　　　バット：D

　　　アクリル

カチオン

（染料銘柄名の判った

もの…C．1．Basic

Yellow　14，　Red　36，

Orange　22，　Violet15，

25，27，28）

　1）カチオン染料は，色彩が鮮やかであることが特徴

で知られている．日本人と異なり外国人の多くの色彩感

覚は，非常に鮮やかで派手な色を好むので，この染料が

利用されていることは納得ができた．それも配合をせず

に単独の染料で染めているために，この織糸で制作され

た当地の民族衣裳はすこぶる鮮やかな色彩で，同一種族

が同じ服装をしているので，その集団を見ると目がまば

ゆいばかりの美景であった．化学染料が導入される前は，

これらの衣服は，身近な動植物染料を利用して彩色して

いたわけで，現在もその色の名残りを尊び，それに近い

色を合成染料で表現しているものと察せられた

　2）綿糸は緋糸に染められていたが　始め赤，青，黄

緑色等に染め，一定間隔で糸でくくり黒色に染めてい

るようで，糸をほどくと縞糸になり，これを織ると，恐

らく緋模様になるのではないかと思われた．現地では男

性の上衣や，女性の腰布に雅趣豊かな緋が使用されてい

たことが印象的であった．

　2．染色堅ろう度試験結果

　1）判定された染料部属は，何れも染色堅ろう度が優

秀で，且つ比較的安価であるものが使用されていること

が判った．これら糸類の染色堅ろう度を表2に示した．

　アクリルの太糸および細糸の殆どは洗たく，汗ともに

4－5～5級で優秀であったがえんじ色黄緑色に多少

弱いものが見られた．これは染色方法が不良であるもの

と思われた．また目立ったのは汗試験で，酸性，アルカ

リ汗液ともに第一，第二添付白布の汚染が多かった．特

に縞糸が不良であった．

　2）耐光試験では等級の低いものが多かった。当地は

日本より赤道に近いから，衣服の色は強い太陽光の日ざ

しに耐えることが望ましいが，Nahual6地方のキチェ

ー族は，儀礼の時に着用するブラウスを，毎日着用する

ブラウスの上に着て儀礼服とするが，この模様の色が洗

たくで流れ出したり，にじんだりすることが，やわらか

い感じになるので，わざわざにじませて着用するという

面白い風習があることを知った6）．昔，天然染料で染め

ていた頃も，そのように染色していたという．

　3）現地で染色を行っている現場を見ることが出来な

かったのは，非常に心残りである．前述のように，メキ

シコでは今でも貝紫染が見られるようであるが，男性が

危険を覚悟で，衣裳の染色を行うという事実を知って，

美しさを求める人間の本能はやはり素晴しいものである

と思った．

ま　　と　　め

　（1）現在グァテマラ国ソ1コラ地方のカクチケル族が着

用している民族衣裳の織糸は，素材はアクリル，綿で，

染色に用いている染料は，合成染料のカチオン，直接，

ナフトール，反応，バットの各部属染料で，色の鮮やか

なものが多いが，紫色を多く使用していた．これは貝紫

へのあこがれのあらわれではないだろうか．

　②　それら織糸の染色堅ろう度は，洗たく，汗に対し

て概して良好であったが，染色技術の不良が原因か，中

には汗に対して弱いものが存在した．耐光堅ろう度はア

クリルに不良なものがあった．

　3）世界で古くから特徴づけられている民族衣裳が，次

第に簡単な現代の衣服に置きかえられ，考古学的，人類学
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的にも貴重な衣裳が，消滅してゆくことは憂うべきであ

ると思う．この点グァテマラでは，今でも多くの種族が

その種族独得の民族衣裳を身につけ，子供はその小型の

ものを着用している．たとえ着色する染料は合成染料に

変っても，かの地の衣裳は，このまま未長く残存して欲

しいと希った．
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